19世紀後半の子ども服にみられるハイランド・ドレスの流行 by 大枝 近子 et al.
目白大学　総合科学研究
６号　2010年３月　107 ─ 115 107
おおえだちかこ：社会学部社会情報学科教授
19世紀後半の子ども服にみられる 
ハイランド・ドレスの流行
The Fashion of “Highland Dress” Evident in Late 19th Century 
Children’s Clothes
大枝　近子
（Ooeda Chikako）
Abstract :
Highland dress, the ethnic costume of Scotland, regained its prominence among adult men 
in late 19th-century Britain and became popular even among boys and young men. In this 
paper I attempt to throw light on the background to this popularity, using as my materials 
especially articles and advertisements that appeared in the women’s magazine The Queen.
The following became evident through my researches.
Following the battle on Culloden Moor in 1746, a ban was placed on the wearing of kilts and 
on all other customs associated with the Highlanders, as a result of which the kilt became 
romanticized as a costume associated with a people who had been deprived of their culture. 
Queen Victoria was particularly attracted to Scotland and to tartan, and she clad princes of 
the crown in Highland dress, which thus came to acquire an aristocratic connotation. Mothers 
all over the country thus clothed their sons in Highland dress, thereby contributing to its 
popularity.
Among the factors that ensured that this popularity was subsequently maintained were the 
sheer attractiveness of the costumes, the aspiration to authenticity that made these costumes 
appropriate for wearing on ceremonial occasions, the expansion in the range of uses that 
resulted from the fact that the costumes were based on distinctive ethnic designs that could 
also be used for fancy dress, and the fact that the costumes sold extensively because of their 
functionality in line with mothers’ concern for the health of their children.
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１．はじめに
19世紀後半のイギリスにおいて、少年たちの
間にハイランド・ドレスが流行した。ハイラン
ド・ドレスとは格子柄模様の毛織物（タータン）
を特徴とするスコットランドの民族衣装であ
る。ハイランドとはスコットランドの北西部の
高地地方のことをさし、もともとそのあたりで
着用されていた一部形式の短いチュニック型の
衣服のことをハイランド・ドレスと呼んでいた
が、それが18世紀初頭肩掛けとスカート状の
キルトに分かれて二部形式になり、現在のよう
な形態になったといわれている。
スコットランドのハイランドの民族が氏族ご
とのタータン（クラン・タータン）をいつ頃か
ら持つようになったのかは定かではないが、
1745年のカロディン・ムーアの戦いでスコット
ランド王家がイングランドに敗北した際、イン
グランド政府軍は今後の反乱を防ぐためにクラ
ン姓の使用を禁止し、タータンをはじめハイラ
ンド・ドレスの着用も禁止した（1）。しかしその
後も統合された英国政府に不満を抱いて反乱を
起こすハイランド人たちが常にハイランド・ド
レスを身にまとっていたため、この頃からター
タンやキルトがハイランド人たちの象徴として
人々に意識されるようになり、ハイランド人た
ちにとってもそれは自らの民族的な団結力を高
める役割を果たすようになった。
19世紀に入り、百数十年にわたるイングラン
ドのスコットランド弾圧の歴史により歴代の国
王がスコットランドを訪れることがなかった
中、1822年に国王ジョージ四世がエジンバラを
訪問することになった。その目的はイングラン
ドとスコットランドとの過去の和解と王家の正
当化による体制的安定とも言われるが、その
際、手助けをしたのが作家ウォルター・スコッ
トであった。彼は国王自らにもハイランド・ド
レスを着用するように助言するとともに、行幸
の式典に参加するスコットランド人にタータン
を着用するよう義務付けた。この式典を計画し
たウォルター・スコットは式辞、国王を歓迎す
るための心構えなどに加え、服装の規定をパン
フレットに記載し、人々に告知した（2）。これが
きっかけとなり、氏族ごとのタータンが復活し
たものと思われる。
こうした歴史的な背景をもつハイランド・ド
レスが19世紀後半の少年たちの服装に採用さ
れたことはフランソワ・ブーシェ他多くの研究
者により指摘されている（3）。しかし、その流行
の要因に関しての先行研究はほとんど見当たら
ない。そこで、本稿はこのようにスコットラン
ドの高地の人々の衣服であったハイランド・ド
レスが19世紀に男性の衣服として復活した際、
なぜそれが少年の衣服としも採用され、長く流
行したのかを明らかにすることを目的とする。
資料としては主に1861年に創刊された婦人
雑誌The Queenを使用した。The Queen誌はサ
ミュエル・ビートン（Samuel Beaton, 1803─
77）がヴィクトリア時代のミドル・クラスの女
性を対象に編集した、社交界や宮廷の話題から
家庭生活全般にわたる多彩な記事や読み物が掲
載された婦人の総合雑誌である。資料としてこ
の雑誌を選んだ理由は、服飾に関連した記事や
広告が毎週掲載されるため当時の服飾の様子を
知ることができ、また読者からの質問やそれに
対する編集者の回答というコーナーもあり、家
庭婦人の服飾に対する考え方もそこから推察で
きるであろうと考えたためである。
２．ハイランド・ドレスとは
ハイランド・ドレスとはもともとは一部形式
の短いチュニックであった。一枚の大きな毛織
物（タータン）の中央にひだをたたみ、膝丈の
長さになるくらいにして腰に巻きつけてベルト
で締める。その際左端が上になるように腰に重
ねて巻く。残りの上布はまとめて左肩でブロー
チやピンなどで留め、布端をたらして着用した。
1728年になり、製鉄業のトマス・ローリンソ
ンにより上部の肩かけ部分と下部のスカート部
分が切り離されたと言われており、そのスカー
ト部分が「キルト」と呼ばれるようになった。
その経緯についてはThe Queenの1882年10月
14日号に以下のように掲載されている。
　 1728年、ハイランドで着用されているフィ
ラペグあるいはキルトを紹介したのはトマ
ス・ローリンソンという製鉄業を営むイギ
リス人だった。ハイランダーの最も初期の
19世紀後半の子ども服にみられるハイランド・ドレスの流行 109
衣服は大きなタータンの布で、それを広げ
て肩からひざのあたりまでかける一部形式
のものだった。ローリンソンの下で働く労
働者がこの衣服で不便そうなのを見て、彼
がそれを上衣と下衣に分けた。暑い時には
上衣を脱いで、下衣だけで着た。これがフ
ィラペグあるいはキルトとなった。
こうした二部形式のハイランド・ドレスが現在
のスコットランドの民族衣装に引き継がれてい
る。
３．少年用ハイランド・ドレス
当時少年用ハイランド・ドレスは年齢により
２種類に分けられていたことがThe Queenの
記事や広告から読み取ることができる。それ
は、スコットランドの族長たちが着用していた
完全な形のハイランド・ドレス（full dress）と、
ジ ャ ケ ッ ト と キ ル ト の 組 み 合 わ せ の も の
（plainer dress kilt）である。前者は小さな少年
用であり、後者は少し大きくなった少年が着用
するものであるとしている。
1901年４月20日の記事には絵入りで次のよ
うに２種類のハイランド・ドレスの例が挙げら
れている（図１）。
①　7歳の少年ための衣服（full dress）
　・スコットランド族長の衣服を示している
　・ 上衣とベストはべルベット製、キャンベ
ルタータンの肩掛けとキルト
　・ 伝統的な形のグレンガリーキャップとス
ポーラン
　・靴下と靴
② 　12歳の少年のための衣服（plainer dress 
kilt）
　・ 室内外の日常着に適している
　・ 巧みなカットで作られた機能的な上衣と
黄色がかった濃い緑色のベスト
　・ 金ボタンの付いたエラクトキャメロンタ
ータンのキルト
　・ 帽子は便利なバルモラル型
　・ 黒い無地のウールのハイソックスは折り
返し部分がタータンになっている
　・ スポーランは完全なハイランド・スーツ
よりも上の部分がシンプルである
つまり、full dressの肩掛けとキルト、plainer 
dress kiltのキルトはタータンであり、後者は上
衣にはジャケットやベストを着るが、これは決
まりがあったわけではなく、当時少年たちが着
用していたごく一般的なものであった。こうし
た衣服に折り返しつきのハイソックスと靴を履
き、タモシャンターと呼ばれる帽子あるいはグ
レンガリーというベレー帽に似た小型の帽子を
かぶり、皮製の小物入れ（スポーラン）をキル
トの上に吊り下げた。スポーランはキルトを押
さえる役目も果たしたという。
このfull dressとplainer dress kiltを着る年
齢ははっきりと決められていたわけではなかっ
図１　少年用ハイランド・ドレス
（The Queen，1901年４月20日）
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たらしく、「５歳を過ぎると（完全な）スコッ
チ・ドレスは着用されない」（1864年11月19
日）、｢年齢が７歳以下であれば、完全なハイラ
ンド・スーツを着せる｣（1882年７月22日）、
「完全なハイランド・ドレスは６歳くらいまで。
その後は肩掛けやアクセサリーなどを省略した
ものを着る。」（1869年12月11日）等さまざま
である。
４．少年のハイランド・ドレス流行のきっかけ
1837年に王位を継いだヴィクトリア女王は、
その夫であるアルバート公とともにスコットラ
ンド高地の風物を愛し、特にタータンを好ん
だ。1848年にはバルモラル城を建設し、その外
観や内装もアルバート公がデザインし、「バル
モラル・タータン」という王室専用のタータン
までも考案した。ヴィクトリア女王は毎年ここ
に滞在し、ハイランド訪問の際には自らタータ
ンを着用し、夫や息子たちにはハイランド・ド
レスを着用させた。この頃の様子がIllustrated 
London News（4）で報じられ、たびたびハイラ
ンド・ドレスを着た王子たちの姿が確認でき
る。たとえば、1851年の第１回ロンドン万国博
覧会の際のクリスタル・パレスのオープニン
グ・パーティーでは女王に手をひかれて会場に
入るハイランド・ドレス姿の皇太子（後のアル
フレッド一世）が描かれている（図２）。また、
1859年２月26日の記事には皇太子の肖像画が
掲載されているが、この時の装いもハイラン
ド・ドレスであり（図３）、さらに皇太子だけで
はなく、1859年６月４日のオズボーンハウスに
おけるアーサー王子（図４）等いずれもハイラ
ンド・ドレスを着用している。そして、こうし
た王子たちの装いは1849年に描かれたヴィン
ター・ハルターの絵画にも残されている。そこ
にはスコットランドらしき山並みを背景に、タ
ータンのキルトとジャケットにバルモラル型の
帽子をかぶった皇太子と、タータンの肩かけと
キルトという完全なハイランド・スーツ姿のア
ーサー王子が描かれている。
図２　クリスタル・パレスでのオープニングパーティ（Illustrated London News，1851年５月10日）
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このようにヴィクトリア女王がスコットラン
ドやタータンを愛し、ハイランド・ドレスを夫
や息子たちに着用させた姿が新聞等で報じら
れ、一般の人々もその少年たちのかわいらしい
姿を目にするようになったのである。
５．ハイランド・ドレス流行の時期
服飾史では少年たちのハイランド・ドレスは
おおよそ1860年代から70年代に流行したとさ
れている（5）。しかし、当時の風刺雑誌である
Punchの1857年12月５日号にすでにハイラン
ド・ドレスを着用した少年が描かれている（6）
（図５）。小さなやんちゃそうな少年がハイラン
ド・ドレスを身につけている姿は、当時のミド
ル・クラスの家庭においてすでに日常着として
少年がハイランド・ドレスを着用していたこと
を示している。
一方、いつ頃までこの流行は続いたのかとい
うことに関しては、The Queenを見ると、1900
年11月10日の記事に次のように記されている。
　 ファッションの変化が少年たちのスタイル
に影響を及ぼすにもかかわらず、ハイラン
図３　皇太子の肖像画
（Illustrated London News，1859年２月26日）
図４　オズボーンハウスでのアーサー王子（Illustrated London News，1859年６月４日）
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ド・コスチュームはまだ流行している。そ
のひとつの理由はこのような特徴のある衣
服に必要とされる絶対的な正しさをもって
いるとみなされているからである。
1900年に入ってもまだハイランド・ドレスの流
行は続いており、伝統的な本物のハイランド・
ドレスと同じであることがこの流行が長く続い
ている要因であるというわけである。
さらにThe Queenに掲載されている広告を
見ても、1900年５月12日号まで確認することが
できた。したがって、ハイランド・ドレス流行の
時期は服飾史で述べられているよりも長く、お
およそ1850年前後から流行し始め、20世紀に
なってもまだ着用されていたものと思われる。
６．少年のハイランド・ドレス流行の要因
第一に、ヴィクトリア女王がスコットランド
及びタータンを好み、王子たちにハイランド・
ドレスを着用させた姿は新聞等を通して人々の
目に映ったことが挙げられる。ハイランド・ド
レスが少年のかわいらしさを表現するのにうっ
てつけの衣服であったことは1900年５月12日
の記事にも「ハイランド・キルトほどかわいく
て、少年に似合う服はない。」と書かれている
し、またThe Child in Fashionの中でも「この
時期の子供のハイランド・コスチュームは子ど
も服の中で最もかわいい。」と記されている（7）。
産業革命以降の国内産業の発展により富を得た
ミドル・クラスの家庭では、アッパークラスへ
の憧れを実現することが可能となったが、その
ひとつとして母親は息子たちにこうしたかわい
いハイランド・ドレスを競って着用させたもの
と思われる。
第二に、ハイランド・ドレスを販売している
店の雑誌広告からは、当時のハイランド・ドレ
スが備えていたものと母親たちが望んでいたも
のが一致していたことが伺える。
少年用ハイランド・ドレスの広告記事は1890
年代から1900年代に多く見られ、そこでは次
の事柄が強調されている。（図６・図７）
　・ 歴史的に由緒ある細部までが正確に再現
されていること
　・ 腕の良い職人による最高の技術で製作さ
れていること
　・ オーダーできること
　・ あらゆる氏族のタータン柄が準備されて
いること
　・ 質の良いすべてのアクセサリーがそろっ
図５　小さな少年のハイランド・ドレス（Punch，1857年12月５日）
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ていること
等である。スコットランドの歴史や伝統が感じ
られるような本物そっくりなハイランド・ドレ
スが最高の技術で作られることが望まれ、また
その要求に応えるようなものが売られていたた
め流行したものと思われる。
第三に、ハイランド・ドレスは正装にも適し
ていたことが挙げられる。「ロイヤル・ドレス」
の著者であるバレリー・カミング女史はその著
書の中で、クリスタル・パレスのオープニン
グ・パーティーにおけるロイヤル・ファミリー
の様子を描いた絵画を取り上げ、「（女王の）二
人の年長の子どもたちはまだ10歳になってい
ないにもかかわらず正式な服装をしている。」（8）
と記している。そこでは長女は女王のものとよ
く似たドレスを着用し、長男である皇太子はハ
図６　雑誌広告（The Queen，1902年１月18日）
図７　雑誌広告（The Queen，1893年５月６日）
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イランド・ドレスを着用している。
それを裏付ける記事が1900年５月12日に掲
載されている。
　 ・・・これらは同時に氏族の族長の完全な
衣服を再現しているので、イヴニング・ウ
エアにも適している。
また、1900年12月22日にも「（ハイランド・
ドレスは）イヴニング・パーティーの時に着用
する衣服として常に必要とされている。」とい
う記述が見られる。したがって、少年用ハイラ
ンド・ドレスは正装用にも用いられていたもの
と思われる。
第四に、ハイランド・ドレスはファンシー・
ドレスとしても着用されたことである。ファン
シー・ドレスとは仮装服のことであり、当時イ
ギリスでは仮装舞踏会（fancy ball）が頻繁に開
かれており、その際に着用した工夫の凝らされ
た衣装のことである。動植物や架空の人物、時
代服、民族服、職業服などさまざまなものがあ
り、自由に装い、楽しむ衣服である。ハイラン
ド・ドレスはスコットランドの民族的な雰囲気
を醸し出し、特徴あるデザインであるため多用
されたと思われる。
1876年12月９日の記事には次のようなハイ
ランド・ドレスが記されている。
　 金ボタン付き黒のベルベットのジャケッ
ト、ポプリン製タータンのキルト、肩掛け
は銀のブローチで止められ、そのブローチ
は水晶やオニキスでできているためにより
豪華である。とがった銀製の両刃の剣がベ
ルトから下げられ、布製帽子には鷹の羽が
飾られ、うしろには幅の狭いリボン飾りが
ある。タータンの靴下はガーターで留めら
れ、飾りリボンが付いている。靴は銀のバ
ックルつき革靴。
日常的なハイランド・ドレスに比べ、ベルベッ
トという素材や、宝石でできたブローチ、大き
な羽飾り付きの帽子、派手なスポーラン等華や
かな装いになっており、ファンシー・ドレスら
しさを出していることがわかる。
第五に、19世紀後半になると、子どもの健康
への関心が高まるが、その要求にも応えること
ができるとしたことである。
1897年１月11日のThe Queenに「The Hygienic 
Clothing for Children」と題する記事ある。そこ
には次のように記されている。
　 日々の生活でおとなだけではなく、乳幼児
や子どもの健康が多かれ少なかれ害されて
いる。衣服の素材、色、肌ざわり、量など
を季節や天候によって調節することが大切
である。スワドリングや紐で締め付けるこ
とや硬くて長いペチコートは健康を害す
る。身体をむき出しにするのも良くない。
こうした人々の関心の中、The Queenの読者
からの質問コーナーにもどのようなハイラン
ド・ドレスが身体に良いかということが母親か
ら質問されるようになる。1882年７月22日の
記事には読者の質問に対して次のように執筆者
は答えている。　　
　 もし少年が７歳より低年齢であれば、完全
な形のハイランド・ドレスを購入すること
ができる。・・・・小さな年齢の少年であれ
ば、留め金付きのキルトを着用するのでは
なく、ウエストを締め付けないようにズボ
ンつりにすべきである。大きな少年でさ
え、キルトの下にはくズボンは短く伸縮性
のある綿のものが適当である。
つまり、子どもの身体を締め付ける衣服は避け
るべきであることが述べられている。
また、1901年４月20日の記事にも次のよう
に記されている。
　 少年のハイランド・コスチュームはすべて
の場合において快適で、耐久性があり、し
かも細部まで正しいデザインでなければな
らない。これを実現させるためには特別な
テーラリングの専門家に作ってもらう必要
がある。
そして、この記事の年齢の高い少年が着るドレ
ス・キルトの説明でも「巧みなカットで機能的
な上衣」であることが必要であるとしている。
前述したThe Child in Fashionの中でもハイ
ランド・ドレスは「もっとも健康的である」（9）
と説明されている。このように、80年代頃から
ハイランド・ドレスも他の子ども服同様、身体
を締め付けない機能性に配慮したものが作られ
るようになり、母親の心配を払拭したものと思
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われる。
７．まとめ
以上のように、ハイランド・ドレスは19世紀
初頭のイギリスでおとなの男性の衣服として復
活した後、1850年前後から少年の衣服としても
流行した。その形態は完全な形でのハイラン
ド・ドレスは小さい少年向きとされ、少し大き
くなるとキルトとジャケットの組み合わせとい
う省略されたものが一般的であった。
この少年のハイランド・ドレス流行のきっか
けとしては次の点が挙げられる。1745年のカロ
ディン・ムーアの戦いでキルトをはじめハイラ
ンド人の諸風俗が禁止されたことにより、文化
を奪われた民族の衣裳であるというロマンティ
ックな雰囲気が醸成された。そして、そこにヴ
ィクトリア女王がハイランドやタータンに魅了
され、息子たちに着用させたという貴族的な気
分が加わり、ミドル・クラスの母親たちはアッ
パークラスへの憧れから好んで息子たちにハイ
ランド・ドレスを取り入れたものと思われる。
そしてこうした少年用ハイランド・ドレスが
長く流行した要因としては、何といってもその
装いのかわいらしさが挙げられる。少年の子ど
もらしさを表現するのにうってつけの衣服であ
ったものと思われる。また、ハイランド・ドレ
スはなるべく本物に近いことが重視されたた
め、日常着だけではなく正式な場所に着ていく
儀礼的な服装としても着用されたことや、民族
的な雰囲気が強く、その独特なデザインからフ
ァンシー・ドレスとしても取り入れられたこと
により用途が広がっていったことが挙げられ
る。そして、子どもの健康への関心が高まるよ
うになってくると、身体に配慮した機能的なも
のが販売されるようになり、なお一層少年用の
衣服として定着することになり、長い間流行し
たものと考えらえる。
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